









































る連邦法 1））は，2004年10月 8 日に連邦議会で












































　　  ａ . ～ｅ. 省略




























第 1 章　 適用領域，目的及び定義（第 1 条～第
3 条）
第 2 章　 遺伝子検査に関する一般的原則（第 4
条～第 9 条）
第 3 章　 医療領域における遺伝子検査（第 10
条～第20条）
第 4 章　 労働領域における遺伝子検査（第 21
条～第25条）
第 5 章　 保険領域における遺伝子検査（第 26 
条～第28条）
第 6 章　 賠償義務領域における遺伝子検査（第
29 条～第30条）
第 7 章　 出自の解明又は同定のためのDNA型
鑑定（第31条～第34条）
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的損傷の解明が問題となる場合を除いて











































































Kommission für genetische Untersuchungen 
beim Menschen）」となっている。
3．施行後の改正状況
　現行法は，2004 年 10 月 4 日に成立し，2007



















4 4 4 4 4 4 4
（Freiheitsstrafe 
bis zu drei Jahren）又は罰金に処する」（傍点筆
者）となり，自由刑の上限が明記された 24）。改
正された刑法典は2007年 1 月 1 日から施行さ
れている。
　また，2011年 9 月30日の人体研究法 25）の成
立により，現行法 1 条 3 項が改正され，20条 2









行法20条 2 項及び 3 項も廃止された 27）。新た
に人体研究法32条で，生物学的試料及び遺伝情
報の再利用について定められている 28）。人体研
















う。大まかな経過は表 1 のとおりである 30）。




















































2007 年 4 月 現行法の施行
2010 年 9 月 国民議会議員 Jacques Neirynck による改正の議会提案
2011 年 10 月 国民議会委員会（WBK-NR）による改正の動議
2013 年 2 月 遺伝子検査のための連邦委員会による改正の勧告
2014 年 6 月 全州議会議員 Pascale Bruderer Wyss による出生前の男女の選別禁止の動議
2015 年 2 月 全面改正案（草案）の意見聴取手続きの開始











































































































































































































































































































で 9 章63条となっている 47）。
　（草案）
第 1 章　総則
　第 1 節　 目的，適用領域及び定義（第 1 条～
第 3 条）
　第 2 節　原則（第 4 条～第13条）
　第 3 節　 判断能力のない者，胚，胎児，死亡
した者，死産児の検査の容認（第14
条～第16条）
第 2 章　 医療領域における遺伝子検査及び出生
前検査
　第 1 節　 指示，相談及び結果の通知（第 17
条～第24条）





　第 2 節　 特に保護すべき性質の遺伝子検査
（第31条～第33条）
　第 3 節　 その他の遺伝子検査（第 34 条～第
35条）
第 4 章　 労働関係，保険関係及び賠償義務の場
合に関する遺伝子検査
　第 1 節　共通規定（第36条）
　第 2 節　 労働関係に関する遺伝子検査（第37
条～第41条）
　第 3 節　 保険関係に関する遺伝子検査（第42
条～第44条）
　第 4 節　 賠償義務の場合に関する遺伝子検査
（第45条～第46条）






第 6 章　 人の遺伝子検査のための連邦委員会
（第52条）


















































































































































































1） Bundesgesetz vom 8. Oktober 2004 über 
































6） Verordnung vom 14. Februar 2007 über 
genetische Untersuchungen beim Menschen （SR 
810.122.1）.
7） Verordnung vom 14. Februar 2007 über die 
Erstellung von DNA-Profilen im Zivil- und im 
Verwaltungsbereich （SR 810.122.2）.
8） Verordnung des EDI vom 14. Februar 2007 über 
genetische Untersuchungen beim Menschen （SR 
810.122.122）.
9） Bundesgesetz  vom 20 .  Jun i  2003  über 
d ie Verwendung von DNA-Prof i len im 
Strafverfahren und zur Identifizierung von 
unbekannten oder vermissten Personen （DNA-
Profil-Gesetz） （SR 363）. DNA型鑑定法（刑事手
続きにおける及び身元不明者又は行方不明者の同
定のためのDNA型鑑定の利用に関する連邦法）












11） Bundesgesetz vom 21 .  März 2003 über 
die Gentechnik im Ausserhumanbereich 
（Gentechnikgesetz, GTG） （SR 814.91）. 遺伝子技
術法（人以外の領域における遺伝子技術に関する
連邦法）は，2003年 3 月21日成立，2004年 1 月 1
日施行である。
12） Bundesgesetz vom 18. Dezember 1998 über 
die medizinisch unterstützte Fortpflanzung 
（Fortpflanzungsmedizingesetz, FMedG） （SR 
810.11）. 生殖医療法（生殖補助医療に関する連邦
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性別に関する情報が，親による中絶を誘発する
危険性がある場合には，親に性別を伝えてはなら
ないとされる。Botschaft des Bundesrates zum 
Bundesgesetz über genetische. Untersuchungen 










16） Bundesamt für Gesundheit, “Verkauf von 






17） Ebd., S. 1.








20） Eidgenössische Kommission für genetische 































25） Bundesgesetz vom 30. September 2011 über die 
Forschung am Menschen （Humanforschungsgesetz, 
HFG） （SR810.30）. 人体研究法（人体研究に関す





26） AS 2013 3237.
27） 現行法20条は，当初は次のような条文であった。
このうち，2 項と 3 項が人体研究法の施行により
廃止された。
 第20条　生物学的試料の再利用
 1  試料は，本人が同意した目的にのみ再利用する
ことができる。



















31） Jacques Neirynck, “Parlamentarische Initiative 
10.487, Änderungen des Bundesgesetzes über 
genetische Untersuchungen beim Menschen”, 
2010. Neirynckの議会提案については，注30で示
したURLから参照することができる。





und Kultur NR, “10.487 n Pa.Iv. Neirynck. 
Änderungen des  Bundesgesetzes  über 
genetische Untersuchungen beim Menschen, 
Bericht der Kommission für Wissenschaft, 
Bildung und Kultur vom 27. Oktober 2011”. 注
30で示したURLから参照することができる。
33） Kommission für Wissenschaft, Bildung und 
Kultur NR, “Motion 11.4037, Änderung des 
Bundesgesetzes über genetische Untersuchungen 
beim Menschen”, 2011. 注30で示したURLから
参照することができる。
34） E xp e r t e n k omm i s s i o n  f ü r  g e n e t i s c h e 
Untersuchungen beim Menschen （GUMEK）, 
“Empfehlung 12/2013 der GUMEK zuhanden 
des Bundesrates zur Revision des Gesetzes über 

























38） Ebd., S. 23.













41） Ebd., S. 32f.
42） Markus Schott und Jean-François Mayoraz, 
“Totalrevision des Bundesgesetzes über 
genetische Untersuchungen beim Menschen”, 
Life Science Recht, Heft 3, 2018, S. 267-274.
43） GUMEK, a.a.O., S. 38-40.
44） Bundesgesetz vom 8. Oktober 2004 über die 
Transplantation von Organen, Geweben und 
Zellen （Transplantationsgesetz） （SR 810.21）. 移
植法（臓器，組織及び細胞の移植に関する連邦法）
は，2004年10月 8 日成立，2007年 7 月 1 日施行で
ある。
45） Pascale Bruderer Wyss, “Motion 14.3438, Keine 









47） 草案（Vorentwurf  zur Tota lrevis ion des 





48） Erläuterungen zur Totalrevision des Bundesgesetzes 
über genetische Untersuchungen beim Menschen, 









49） Ebd., S. 21. 
50） Eidgenössisches Departement des Innern （EDI）, 
“Bericht über die Ergebnisse der Vernehmlassung 
zur Totalrevision des Bundesgesetzes über 
genetische Untersuchungen beim Menschen 
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解については，Stellungnahmen der Politischen 
Parteienにまとめられている。
51） Erläuterungen zur Totalrevision, S. 63. 







53） Erläuterungen zur Totalrevision, S. 64.
54） EDI, a.a.O., S. 21.
55） Ebd., S. 21.





 （2021年 7 月16日掲載決定）
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